
町
長
提
案
説
明
の
抜
粋 

　
平
成
２７
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
９６
億
４
４
０
０
万
円
（
前
年
度
比
１４
・
４
％

増
）
総
額
１
６
１
億
６
８
１
０
万
円
（
６
・
２
％
増
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
て
７０
年
、
敗
戦
か
ら
７０

年
の
年
で
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
あ
た
り
、
次
の
４
点
に
ふ
れ

て
町
政
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
ま
ず
は
、
大
戦
に
関
す
る
反
省

で
す
。
戦
争
が
終
わ
り
、
世
界
中

で
戦
争
は
も
う
こ
り
ご
り
の
思
い

が
高
揚
し
、
国
際
連
合
が
組
織
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
不
戦
の
誓

い
と
し
て
日
本
国
憲
法
を
制
定
し

ま
し
た
。 

　
憲
法
第
９９
条
は
「
天
皇
又
は
摂

政
及
び
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、

裁
判
官
そ
の
他
の
公
務
員
は
、
こ

の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務

を
負
ふ
。」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

私
は
公
務
員
の
一
人
と
し
て
こ
の

義
務
を
果
た
し
、
町
政
に
憲
法
を

生
か
す
努
力
を
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

　
２
点
目
は
、
改
め
て
、
自
治
体

と
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
町
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
願
い

に
こ
た
え
て
政
治
を
行
う
最
も
身

近
な
組
織
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
町
民
の
願
い
は
、
次
の
４
つ
に

集
約
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。 

①
元
気
で
各
方
面
で
活
動
が
で
き
、

病
気
に
な
っ
た
時
は
安
心
し
て

お
医
者
さ
ん
に
診
て
も
ら
え
る

こ
と 

②
働
く
場
所
が
あ
っ
て
、
収
入
が

保
障
さ
れ
、
そ
の
お
金
を
つ
か

っ
て
買
い
物
や
レ
ジ
ャ
ー
を
楽

し
め
る
こ
と 

③
い
じ
め
を
受
け
ず
、
差
別
さ
れ
ず
、

地
域
、
職
場
、
学
校
等
で
仲
良

く
集
団
生
活
が
で
き
る
こ
と 

④
よ
い
環
境
（
自
然
・
人
的
）
の

な
か
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
こ
と 

　
こ
の
思
い
を
施
策
に
生
か
し
、

予
算
を
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。 

　
地
方
自
治
は
、
戦
争
の
反
省
か

ら
憲
法
の
五
原
則
の
一
つ
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
や
福

島
で
起
こ
っ
て
い
る
事
態
を
見
れ
ば
、

平
和
で
安
全
な
日
本
を
現
実
に
す

る
視
点
か
ら
も
地
方
自
治
の
大
切

さ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
３
点
目
は
、
町
民
の
貧
富
の
格

差
の
広
が
り
に
ど
う
対
応
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
世
界
中
で
貧
富
の
格
差
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
私
に
は
、
こ
の
格

差
の
広
が
り
が
国
家
や
民
族
間
の

紛
争
の
要
因
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
自
由
に
競
い
合
う
こ
と
を
全

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

共
に
生
き
る
こ
と
を
後
景
に
押
し

や
る
ほ
ど
強
調
す
る
こ
と
に
は
疑

問
を
持
っ
て
い
ま
す
。
共
生
の
た

め
の
競
争
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

　
４
点
目
は
、
福
崎
町
第
５
次
総

合
計
画
を
本
格
的
に
進
め
る
年
で

あ
る
こ
と
で
す
。
第
５
次
計
画
は

第
４
次
計
画
の
「
自
律
（
立
）
の

心
を
育
て
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
発

展
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

   

総
務
課 

・
女
性
委
員
会
の
継
続
設
置 

・
岩
手
県
遠
野
市
と
の
友
好
都
市

交
流 

・
町
制
６０
周
年
記
念
事
業
計
画
の

検
討 

企
画
財
政
課 

・
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定 

・
行
政
改
革
大
綱
の
改
定 

税
務
課 

・
債
権
管
理
条
例
に
よ
る
適
正
な

滞
納
対
策
の
推
進 

地
域
振
興
課 

・
造
形
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施 

・
　
川
山
に
天
狗
の
昇
降
装
置
設

置 

・
自
治
会
に
お
け
る
自
律
（
立
）

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

・
七
種
山
周
辺
の
バ
イ
オ
ト
イ
レ

設
置
と
遊
歩
道
整
備 

・
な
っ
得
商
品
券
の
倍
額
発
行 

・
特
産
「
も
ち
む
ぎ
」
の
普
及
促
進 

住
民
生
活
課 

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
支
給 

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行 

・
町
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
対
策
の

推
進 

健
康
福
祉
課 

・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給 

・
巡
回
バ
ス
の
利
用
啓
発 

・
中
学
３
年
生
ま
で
の
通
院
・
入

院
医
療
費
無
料
化
の
継
続 

・
健
康
増
進
計
画
及
び
食
育
推
進

計
画
の
策
定 

・
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

沿
っ
た
介
護
予
防
の
推
進
と
サ

ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実 

農
林
振
興
課 

・
農
業
者
経
営
所
得
安
定
対
策
の

継
続 

・
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
推

進
に
よ
る
農
地
集
積
化
促
進 

・
高
岡
・
福
田
地
区
ほ
場
整
備
事

業
の
推
進 

・
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
に
よ

る
た
め
池
の
整
備
推
進
と
一
斉

点
検
の
実
施 

・
も
ち
麦
の
機
能
性
を
生
か
し
た

食
育
・
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
推
進 

ま
ち
づ
く
り
課 

・
福
崎
駅
周
辺
整
備
事
業
の
推
進 

・
香
福
橋
の
補
修
と
橋
梁
の
定
期

点
検 

・
高
岡
・
福
田
地
区
他
に
お
け
る

治
水
対
策
事
業
の
実
施 

・
土
地
利
用
計
画
及
び
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定 

・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
整
備 

上
下
水
道
課 

・
福
崎
企
業
団
地
の
下
水
道
整
備

と
配
水
管
の
整
備 

・
川
す
そ
雨
水
幹
線
の
整
備
推
進 

・
公
営
企
業
（
下
水
道
）
会
計
の

法
適
化
業
務
の
推
進 

・
福
田
水
源
地
高
度
浄
水
施
設
の

整
備 

・
工
業
団
地
の
上
水
配
水
池
の
耐

震
２
次
診
断
の
実
施 

学
校
教
育
課 

・
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
も
と
づ
く
子
育
て
支
援
の
推

進 

・
田
原
小
学
校
体
育
館
の
建
設
と

小
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
化 

・
児
童
生
徒
の
国
際
理
解
教
育
と

小
学
校
の
英
語
活
動
の
推
進 

・
食
育
の
推
進
と
安
全
で
安
心
な

学
校
給
食
の
提
供 

総額 ９６億４,４００万円 一般会計 １６１億６,８１０万円 

主
な
重
点
施
策 

６ 



●平成２７年度一般会計及び特別会計予算総額● 
（単位：千円、％） 

●平成２７年度一般会計歳入内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

会　計　名 
 

一 般 会 計  

国民健康保険事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

介護保険事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

水 道 事 業 会 計  

工業用水道事業会計 

合　　　計 

本年度 

9,644,000 

2,200,300 

230,300 

1,462,500 

257,500 

1,113,400 

1,068,300 

191,800 

16,168,100

前年度 

8,431,000 

1,986,000 

229,800 

1,416,300 

257,400 

1,546,200 

1,200,700 

163,000 

15,230,400

金　額 

1,213,000 

214,300 

500 

46,200 

100 

△432,800 

△132,400 

28,800 

937,700

前年比 

14.4 

10.8 

0.2 

3.3 

0.0 

△28.0 

△11.0 

17.7 

6.2

予　算　額 比　　　較 

●平成２７年度一般会計歳出目的別内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

本 年 度 前 年 度 

構　成　比 

本年度 前年度 

町 税  

地 方 譲 与 税  

利子割交付金  

配当割交付金  

株式等譲渡所得割交付金 

地方消費税交付金 

ゴルフ場利用税交付金 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 

地 方 交 付 税  

交通安全対策特別交付金 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国 庫 支 出 金  

県 支 出 金  

財 産 収 入  

寄 附 金  

繰 入 金  

繰 越 金  

諸 収 入  

町 債  

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

予 備 費  

3,106,700 

72,100 

5,500 

12,800 

13,000 

386,000 

16,000 

15,000 

10,000 

1,110,000 

4,000 

239,166 

90,664 

1,377,871 

558,188 

63,625 

25,601 

318,127 

60,000 

338,058 

1,821,600 

9,644,000

3,148,700 

74,000 

6,400 

12,000 

2,600 

270,000 

15,000 

14,000 

12,000 

1,092,000 

4,000 

280,276 

92,137 

767,343 

526,147 

6,246 

3,101 

422,616 

60,000 

301,134 

1,321,300 

8,431,000

△1.3 

△2.6 

△14.1 

6.7 

400.0 

43.0 

6.7 

7.1 

△16.7 

1.6 

0.0 

△14.7 

△1.6 

79.6 

6.1 

918.7 

725.6 

△24.7 

0.0 

12.3 

37.9 

14.4

32.2 

0.7 

0.1 

0.1 

0.1 

4.0 

0.2 

0.2 

0.1 

11.5 

0.0 

2.5 

0.9 

14.3 

5.8 

0.7 

0.3 

3.3 

0.6 

3.5 

18.9 

100

37.4 

0.9 

0.1 

0.1 

0.0 

3.2 

0.2 

0.2 

0.1 

13.0 

0.0 

3.3 

1.1 

9.1 

6.2 

0.1 

0.0 

5.0 

0.7 

3.6 

15.7 

100

119,408 

752,352 

2,329,167 

658,697 

488,340 

230,195 

2,620,173 

303,371 

1,283,035 

857,262 

2,000 

9,644,000

119,087 

741,672 

2,695,000 

743,245 

404,884 

231,408 

1,375,638 

344,976 

916,080 

857,010 

2,000 

8,431,000

0.3 

1.4 

△13.6 

△11.4 

20.6 

△0.5 

90.5 

△12.1 

40.1 

0.0 

0.0 

14.4

1.2 

7.8 

24.2 

6.8 

5.1 

2.4 

27.2 

3.1 

13.3 

8.9 

0.0 

100.0

1.4 

8.8 

32.0 

8.8 

4.8 

2.7 

16.3 

4.1 

10.9 

10.2 

0.0 

100.0

歳 入 合 計 

歳 出 合 計 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

本 年 度 前 年 度 

構　成　比 

本年度 前年度 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

社
会
教
育
課 

・
「
さ
る
び
あ
ド
ー
ム
」
等
の
利
用

啓
発 

・
大
庄
屋
三
木
家
住
宅
の
保
存
修

理
事
業
継
続 

・
柳
田
國
男
の
顕
彰
事
業
の
継
続 

・
社
会
教
育
施
設
の
ト
イ
レ
改
修 

●私たちが負担する税（１人当たり） 
※2月28日現在の人口19,576人で 158,699円 

●私たちに使われる町のお金（１人当たり） 
※2月28日現在の人口19,576人で 492,644円 

固定資産税 53.9％ 
85,477円 

その他　25円 
軽自動車税 1.5％　2,350円 

たばこ税 5.0％　7,969円 

　　町民税 39.6％ 
　　　62,832円 
うち個人分 26.8％　 
42,527円　 

議会費　6,100円 

衛生費 
　33,648円 

総務費　38,432円 

民生費 
118,981円 

予備費　102円 
公債費　43,924円 

教育費　46,952円 

農林水産業費 
　24,946円 

商工費　11,759円 

土木費　113,846円 
消防費 
17,681円 

●基金積立金現在高● 
平成27年度末残高見込 一 般 会 計　　19億6,700万円（１人当たり約101,000円） 

特 別 会 計　　　5億1,100万円（１人当たり約　26,000円） 
合　　　　計　　24億7,800万円（１人当たり約127,000円） 

H23 H24 H25 H26（見込） H27（見込） 

百万円 

特別会計分 

一般会計分 

360

2,150

409

2,210 2,523

460 624

2,256

511

1,967

●地方債現在高● 
平成27年度末残高見込 一 般 会 計　　114億9,900万円（１人当たり約　588,000円） 

公営企業会計　　123億7,300万円（１人当たり約　632,000円） 
合　　　　計　　238億7,200万円（１人当たり約1,220,000円） 

H23 H24 H25 H26（見込） H27（見込） 

百万円 

公営企業債 

一般会計債 

11,682

9,492

11,729

9,472

11,840

9,638

12,187

10,276

12,373

11,499

７ 



８ 

少年悩み相談事業 少年悩み相談事業 少年悩み相談事業 
－気軽に　無料　秘密を守ります－ －気軽に　無料　秘密を守ります－ 

　子どもに問題行動のきざしがあれば、早い時期に

相談してください。 

相談件数（平成２６年４月～平成２７年２月） 

内
　
　
容 

相
談
対
象
者 

不
登
校
・
　 

　
　
い
じ
め 

学
習
・
進
路 

異
性
・
性
・ 

　
友
人
関
係 

親
子
関
係
・ 

し
つ
け
・
子
育
て 

身
体
・
性
格 

反
社
会
的
行
動 

学
校
・
教
師 

の
指
導
　
　 

そ
　
の
　
他 

合
　
　
計 

件数 

小 

中 

高 

他 

１ 

０ 

１ 

０ 

０ 

３ 

０ 

２ 

１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

２ 

０ 

１ 

１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１０ 

２ 

１ 

５ 

２ 

４ 

０ 

２ 

０ 

２ 

５ 

０ 

１ 

１ 

３ 

２５ 

２ 

８ 

８ 

７ 

教育相談日 

【電話相談】 
月・火・金曜日 

９：００～１２：００　１３：００～１６：００ 

　26－1010（内線６１１） 

【面接相談】 
水曜日 

９：００～１２：００　１３：００～１６：００ 

　※事前にお電話ください 

　神崎郡青少年補導センターは、青少年の非行化防

止・健全育成を関係機関や関係団体と連携、協力し

ながら、総合的に推進しています。 

神崎郡青少年補導センター  
市川町西川辺177　　26－1010（内線611） 

　２月７日、鍛治屋の
中塚はつゑさんが満百
歳を迎えられました。 
　介護予防のため、今
でも自分の炊事洗濯を
されています。訪問時
もすてきな笑顔で出迎
えてくださいました。 

　今後もますますお健やかに、さらなるご長寿
をお祈りします。 
　なお、百歳をお祝いして、百歳の森記念碑に
お名前を刻みました。 

（健康福祉課） 

★「ベジタブル会」の名前の由来は？ 
会員それぞれの持ち味を活かして、野菜たち
の集まりということです。 

★発足のきっかけは？ 
子育てが終わり、PTAや子ども会の延長から
始まりました。グループとしては平成１０年４
月に発足しました。 

★活動内容は？ 
最初は、自ら育てた花でドライフラワーを作り、
花束の宅配から始めました。もち麦生産組合
の仲間に入ってから「もちむぎ畑のかあさん
弁当」が生まれ、本格的にお弁当屋を始めま
した。 

★こころがけていることは？ 
「地産地消」で季節感のある旬の味、本物の
野菜のおいしさを知ってもらうために、無農
薬で朝どりの野菜を使い、手作りでからだに
優しいもちむぎ弁当に取り組んでいます。 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

もち麦生産組合 
加工研究グループ 「ベジタブル会」 
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に
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住
吉
山
・
高
倉
山
登
山
道
に 

案
内
標
識
を
設
置 

　
「
福
崎
町
山
の
会
」
の
登
山
道
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
り
、
八
千
種
地
区
に
あ
る
住
吉
山
と
高
倉
山
の
山
頂
や
登

山
道
の
分
岐
点
な
ど
、

５
か
所
に
案
内
標
識

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
新
緑
に
包
ま
れ
た

２
つ
の
山
の
縦
走
路

を
歩
い
て
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
か
い
て
み

ま
せ
ん
か
。 

（
福
崎
町
観
光
協
会
） 

イベント時の限定販売！ 
「フクちゃんの七福いなり」と「サキちゃんのカッパ巻」 
イベント時の限定販売！ 
「フクちゃんの七福いなり」と「サキちゃんのカッパ巻」 

福
崎
町
山
の
会 
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福
崎
町
消
防
団
が
受
章
！

福
崎
町
消
防
団
が
受
章
！ 
福
崎
町
消
防
団
が
受
章
！ 

　
３
月
１０
日
、
日
本
消
防
会
館
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル（
東
京
都
）で
開
催
さ

れ
た
第
６７
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表

彰
式
に
お
い
て
、
福
崎
町
消
防
団
が

特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
を
受
章
し
ま

し
た
。 

　
「
ま
と
い
」
は
、
全
国
に
約
２
２

０
０
あ
る
消
防
団
の
な
か
か
ら
毎
年

１０
団
体
の
み
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、

選
考
基
準
は
特
に
厳
し
く
、
日
本
消

防
協
会
表
彰
と
し
て
は
最
高
栄
誉
の

表
彰
で
す
。 

　
福
崎
町
消
防
団
は
、
平
成
２２
年
に

第
２２
回
全
国
消
防
操
法
大
会
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
優
勝
、
平
成
２６
年
に
第
２４
回
大
会
で
準
優
勝

す
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
優
秀
な
成
績
を
堅
持
し
て
い

る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
た
び
の
受
章
は
、
福
崎
町
消
防
団
の
長
い
歴
史
の

な
か
で
築
き
あ
げ
ら
れ
た
伝
統
と
、
日
夜
努
力
を
重
ね
て

こ
ら
れ
た
諸
先
輩
方
の
功
績
の
賜
物
で
す
。 （

住
民
生
活
課
） 

　町の施策にみなさんのご意見、ご提案を反映
させるため、次の委員会の委員を募集します。 

★町制施行６０周年記念事業計画検討委員会 
★男女共同参画計画策定委員会　　　　　 

※申込用紙は、それぞれの課で配布するほか、町ホームページからもダウンロードできます。 
※書類選考により決定し、結果は応募者本人に通知します。 

委員会名 

内　　容 

応募要件 

募集人数 

活動期間 

会議の回数 

申込締切 

申 込 先 

福崎町町制施行６０周年記念事業計画検討委員会 

町内に在住・在勤・在学の１８歳以上の方 

５人程度 

平成２７年６月～平成２８年３月 

６回程度 

５月１５日（金） 

総務課（内線２２１） 

平成２８年度の福崎町町制施行６０周年にあたり 

実施する記念事業の計画・内容の検討　　　 

男女が性別にかかわらず個性と能力を発揮し、 

いきいきと暮らすことができる社会の実現に向 

けた「福崎町男女共同参画計画」の策定　　　 

福崎町男女共同参画計画策定委員会 

町内に在住の２０歳以上の方 

２人程度 

委嘱日～平成２８年３月 

３回程度 

５月２９日（金） 

社会教育課（内線２５７） 

委 員 募 集 委 員 募 集 



福崎町 

　
僕
た
ち
は
、
ふ
と
し
た
時
間
に

幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
幸
せ
は
、
人
そ
れ

ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
で
は
、
幸
せ
と
は
一

体
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
僕
の
考

え
る
幸
せ
な
時
間
と
は
、
友
だ
ち

と
い
る
時
で
す
。
友
だ
ち
と
は
、

何
を
し
て
い
て
も
楽
し
い
で
す
。

ふ
ざ
け
あ
え
た
り
、
け
ん
か
を
し

た
り
、
一
つ
の
こ
と
を
夢
中
に
な

っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

何
よ
り
心
を
許
せ
る
友
だ
ち
は
、

自
分
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
く
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
思
っ
て
い

る
こ
と
を
素
直
に
話
せ
る
し
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。 

　
例
え
ば
、
僕
は
友
だ
ち
と
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
い
る
時
に
幸
せ
を
感

じ
ま
す
。
ボ
ー
ル
を
け
り
合
っ
て

い
る
中
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話

し
た
り
、
冗
談
を
言
い
合
い
笑
っ

た
り
、
体
を
動
か
し
、
み
ん
な
で

ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
た
り
と
、
こ
ん

な
ふ
と
し
た
瞬
間
こ
そ
が
幸
せ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
気
が
し
ま

す
。
人
間
は
一
人
だ
け
で
は
決
し

て
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
と

思
う
の
で
す
。
幸
せ
と
は
、
家
族

や
友
だ
ち
な
ど
自
分
の
大
切
な
人

と
自
分
と
が
、
そ
の
時
、
そ
の
瞬

間
に
歩
ん
で
い
る
人
生
の
中
で
幸

せ
を
つ
か
ん
で
い
く
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
幸
せ
は
、
人
と
人

の
出
会
い
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
一

期
一
会
と
い
う
こ
と
ば
も
あ
り
ま

す
。
地
球
上
に
何
十
億
と
い
う
人

間
が
い
て
も
、
一
人
の
人
が
一
生

の
う
ち
で
出
会
い
、
会
話
を
交
わ

せ
る
人
数
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
今
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
て

い
る
ク
ラ
ス
の
仲
間
を
大
切
に
思

う
こ
と
が
幸
せ
に
つ
な
が
る
の
で

は
と
考
え
ま
す
。
宇
宙
の
中
の
、

地
球
と
い
う
星
の
、
世
界
の
国
々

の
中
の
日
本
の
中
の
兵
庫
県
神
崎

郡
福
崎
西
中
学
校
区
に
住
ん
で
い

る
１４
歳
か
ら
１５
歳
の
６８
回
生
。
こ

の
６８
回
生
の
仲
間
が
、
今
、
こ
こ

に
い
る
確
率
は
、
奇
跡
的
な
も
の

な
の
で
す
。
そ
の
確
率
を
あ
る
例

え
を
使
っ
て
述
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
本
で
読
ん
だ
こ
と
で
す
が
、
み

な
さ
ん
想
像
し
な
が
ら
聞
い
て
く

だ
さ
い
。
体
育
館
に
か
か
げ
て
あ

る
時
計
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
計

を
バ
ラ
バ
ラ
に
分
解
し
た
と
し
ま

す
。
ネ
ジ
や
中
の
歯
車
や
秒
針
も

す
べ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
、
学
校

の
２５
ｍ
プ
ー
ル
に
放
り
込
み
ま
す
。

そ
し
て
プ
ー
ル
の
水
を
大
き
な
棒

か
何
か
で
か
き
ま
ぜ
る
の
で
す
。

「
時
計
よ
、
元
に
戻
れ
。
時
計
よ
、

元
に
戻
れ
。
」
と
念
じ
な
が
ら
。

さ
て
、
時
計
は
元
に
戻
る
で
し
ょ

う
か
。
運
よ
く
ネ
ジ
と
ネ
ジ
が
隣

合
わ
せ
に
な
っ
て
沈
む
こ
と
は
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
プ
ー
ル
の

水
を
か
き
混
ぜ
て
、
時
計
が
元
の

形
に
戻
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
ま

せ
ん
。
僕
が
西
中
６８
回
生
３
年
１

組
１４
番
で
あ
る
確
率
は
、
そ
の
バ

ラ
バ
ラ
に
し
た
時
計
が
プ
ー
ル
の

中
で
う
ま
く
ネ
ジ
が
は
ま
っ
て
元

の
形
に
な
る
の
と
同
じ
確
率
だ
そ

う
で
す
。
ま
さ
に
奇
跡
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
６８
回

生
で
よ
か
っ
た
、
友
だ
ち
が
い
て

幸
せ
だ
、
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。 

　
家
で
、
母
に
も
聞
い
て
み
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
時
に
幸

せ
だ
と
思
う
か
と
い
う
僕
の
質
問

に
母
は
こ
う
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

元
気
な
時
よ
り
も
、
風
邪
を
ひ
い

た
り
、
病
気
を
し
た
り
し
た
時
な

ど
に
、
幸
せ
だ
な
あ
と
思
う
と
言

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
家
族
が 

「
大
丈
夫
？
」
と
か
「
手
伝
お
う

か
？
」
な
ど
と
優
し
い
声
を
か
け

て
く
れ
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
何
か
あ
っ
た
時
に
改

め
て
家
族
の
優
し
さ
や
あ
り
が
た

さ
を
感
じ
て
、
自
分
は
幸
せ
な
ん

だ
な
あ
と
思
え
る
と
言
い
ま
す
。 

　
い
つ
も
は
あ
た
り
前
で
、
気
付

き
に
く
い
家
族
の
き
ず
な
や
思
い

や
り
も
「
幸
せ
」
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。 

　
僕
た
ち
は
も
う
中
学
３
年
生
で

す
。
も
う
す
ぐ
、
高
校
受
験
が
あ

り
ま
す
。
受
験
で
成
功
す
る
に
は
、

毎
日
の
積
み
重
ね
が
大
事
に
な
っ

て
き
ま
す
。
毎
日
の
積
み
重
ね
に

は
か
な
り
の
根
気
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
で
も
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、

こ
の
高
校
受
験
で
合
格
し
、
新
し

い
人
と
人
の
出
会
い
が
で
き
る
、

つ
ま
り
、
新
た
な
幸
せ
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
だ
か

ら
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
の
が
さ
な

い
た
め
に
も
、
今
か
ら
が
ん
ば
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
友
だ
ち
を
も
っ
と
大
切

に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
幸
せ
を
見

つ
け
る
な
ら
、
友
だ
ち
は
友
だ
ち

で
も
、
表
面
上
の
関
係
で
は
な
く
、

一
歩
踏
み
出
し
、
何
で
も
言
い
合

え
る
か
け
が
え
の
な
い
友
だ
ち
関

係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
僕
は
、
自
分
の
好

き
勝
手
や
自
分
の
意
見
だ
け
を
人

に
押
し
つ
け
な
い
人
間
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
の

こ
と
も
考
え
、
人
を
大
事
に
で
き

る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

幸
せ
と
は 

福
崎
西
中
学
校
３
年（
当
時
） 

宮
内
貴
希 

声
か
け
て
　
心
の
き
ず
な 

　
し
っ
か
り
と 

福
崎
小
学
校
４
年（
当
時
）　 

加
門
聖
那 

あ
そ
ぼ
う
と
　
い
わ
れ
て
み
れ
ば 

　
う
れ
し
い
な 

八
千
種
小
学
校
３
年（
当
時
） 

多
田
帆
乃
香 

君
の
手
が
　
誰
か
の
心
を 

　
支
え
る
よ 

福
崎
東
中
学
校
２
年（
当
時
） 

松
岡
み
の
り 

大
丈
夫
？
　
そ
の
一
言
が 

　
お
も
い
や
り 

福
崎
西
中
学
校
３
年（
当
時
） 

西
村
百
穫 

１０ 


